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２－４ 防災情報共有のためのネットワーク形成 
 

２－４－１ アジア防災センターのネットワーク構成と情報機器 

  アジア防災センターのネットワーク構成と情報機器を、図 2-4-1-1 に示す。インタ

ーネットへは、上下 1.5Mbps の無線ネットワーク（ニューセンチュリーグローバル

ネット株式会社 http://www.ncgnet.co.jp）で接続されている。急速に普及が進展して

いる ADSL は上り速度と下り速度が非対称であることや、固定 IP アドレス付のサー

ビスを行っている事業者が少ないことから選択していない。 

また、昨年度まで利用していた IMnet は、国公立試験研究機関・特殊法人等、並

びにそれらの機関と共同で研究を行っている研究機関・研究組織等の間における研究

に必要な情報流通の促進を図り、これら機関・組織等における研究情報基盤の共有化

と 研究情報の国際的な流通等に資することを目的としたネットワークであるが、最

も近傍のノードが大阪であり、大阪から神戸まで 128kbps の専用線で接続していた。

これがボトルネックとなり、IMnet の高速性を十分に活用することができなかったた

め、今回高速の無線ネットワークを選択した。今後さらに高速で安価な通信網が利用

可能になった時点で随時高速ネットワークへと切り替え、外部からアクセスしやすく、

画像や動画も含めた多様な情報提供を行える情報基盤を整備する。 

 
図 2-4-1-1 アジア防災センターのネットワーク構成と情報機器 
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アジア防災センターでは、セキュリティを考慮し、センターの内部と外部でネット

ワークを分離し、その間にファイヤーウォールを設置している。内部には、各研究員

のノートパソコンと、各種のサーバー機能を果たすデスクトップ PC が配置されてい

るが、それらすべてにセンター内部でしか通用しないプライベートの IP アドレスが

付与されている。外部から、センター内部のサーバー機にアクセスがある場合には、

ファイヤーウォールに内蔵されたアドレス変換機能が働き、センター内部のプライベ

ートアドレスに変換され、要求されたサーバー機に到達する。ファイヤーウォールは、

グローバル IP アドレスからプライベート IP アドレスへの変換を行うとともに、プロ

トコル、パケットの発信元、パケットの到達先それぞれを考慮したルールに基づいて

通過するパケットのコントロールを行うため、センターでは、センター内部の機器へ

のアクセスを細かく制限することが可能になるとともに、不正なアクセスを監視する

ことができる。 

  周辺機器としては、CD-R、MO、DAT などのバックアップ用機器、白黒レーザー

プリンター、カラーレーザープリンター等のプリンター関連機器、フラットヘッドス

キャナ、フィルムスキャナなどのラスター画像取り込み機器を備えている。 

 

２－４－２ アジア防災センターのウェブサイト 

 アジア防災センターでは、図 2-4-2-1 のように、「最新

災害情報」、「メンバー国及びアドバイザー国の防災情報」、

「防災トレーニング情報」、「防災人材情報ネットワーク」、

「防災関係会議・学会等案内」、「防災技術・機器展示場」、

「多国語防災関連用語集」、「阪神淡路大震災情報」、「ニ

ュースレター」、「防災関連文献情報」、「メンバー国レポ

ート」、「災害情報センター情報」の 12 の防災情報データ

ベースを構築し、防災インターネット GIS である「VENTEN」

を公開している。(URL http://www.adrc.or.jp/) 

   図 2-4-2-2 に示すように、これらの防災情報はそれぞ

れデータベースの形で情報を蓄積しており、インターネッ

トを介してリクエストがあると、そのデータベースから情

報を取り出し、どのような色やレイアウトでユーザーに見

せるかを記したインストラクション(教示書)を参考にし

ながら、ユーザーへハイパーテキストの形式の情報を伝え

ている。情報そのものをデータベースに、レイアウト等を

インストラクションにそれぞれ独立させておくことで、デ

図 2-4-2-1 HomePage の

メニュー 
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図 2-4-2-2 データベース連動型 Web 
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ータ管理者をレイアウト設定の煩雑

な作業から解放し、かつユーザーの

ニーズや技術革新の進歩に応じてレ

イアウトを一括して自由に変更する

こともできる。また、このようにデ

ータベース管理とすることで、情報

のカテゴリー別、国別の 2 種の扉を

ユーザーに対して用意することが

でき、情報へのアクセスを容易にす

るためのディレクトリを提供する

ことが可能になっている。 

 

  ここでは一例として、最新災害情報について解説を行う。これは、現在起きつつあ

る災害に関する情報を、できるだけ早く集めて発信するものであり、国連やメディア

によるウェブで発信されているレポートをピックアップし、その要約を作成するとと

もにオリジナルの情報へリンクを貼っている。図 2-4-2-3 に示すように、この情報は

それぞれの災害毎のテーブル(表)、レポート毎のテーブルの二つの表によって管理さ

れている。この表に蓄積された情報を基に、ユーザーからのリクエスト(どの災害に

ついてのレポートを表示したいか)に応じて必要な情報が抽出され、教示書のレイア

ウトに従ってレポートが作成される。 

  更新作業は、図 2-4-2-4 のようにインターネットを介して遠隔地から行うことがで

きる。現在のところ、情報更新の頻度や必要性を考慮し、データベースの中では「最

新災害情報」と「防災関係会議・学会等案内」をリモート情報更新の対象としており、

その他に、アジア防災センターのトップページ内に現れる「Topics」(最新の話題を

提供)と「リンク集」がリモートから変更可能である。今後は、セキュリティを十分

考慮の上、リモート更新機能を全てのデータベースに適用し、より正確な情報提供と

速やかな情報更新が可能となるようシステムの改善を図って行く予定である。 

  最新災害情報のデータ収集及び登録は、センター員及びアルバイトにより運営され

ており、災害発生から情報収集登録までの時間を短くできるようにしている。台湾の

集集地震の際には、発生が日本時間深夜であったにもかかわらず 4 時間後には第一報

を登録することができ、その後 3 日間で ADRC のウェブに対するアクセスは 4,700 件

を越えた。 
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図 2-4-2-3 最新災害情報のデータベースと       図 2-4-2-4 インターネットを利用した 

          画面のレイアウト                             遠隔地からの情報更新 

LINK

 

 ADRC のウェブサイトをより使いやすくするため、ウェブサイト全体構成の再

構築を行った。そのポイントは、①閲覧者を３種類（実務者、研究者、一般）に分

類しそれぞれが使いやすいメニュー、②通信インフラの状況によって使い分けるた

めに画像主体ページとテキスト主体ページの二重構成、③英語ページと日本語ペー

ジの二重構成、④上記①

～③の条件は閲覧者が

任意に選択可能、という

４点である。これを実現

させるために従来のト

ップページの前にエン

トリーページを追加し

た（図 2-4-2-5 参照）。 

 

図 2-4-2-5 新たに作成したエントリーページ 

 

次に各ページ内容の再構築を行った。そのポイントは、①クリッカブルマップ1を

活用したページ内の情報の視認性が高いトップページ、②ADRC 内部及び外部サイ

トを検索する強力なサーチエンジン、という２点である（図 2-4-2-6 参照）。 

 
1 クリッカブルマップ：Web ブラウザの持つ機能の一つ。画像の中に色々なリンク先を設定しておき、クリック

した位置に応じて定められたリンク先に移動する機能。また、その機能を持った画像のこと。1 枚の画像の中に

複数のリンク先を設定できるため、地図の画像を利用した Web サイトや、Web ページの上部や左部に配置される

メニューなどで利用される。  
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図 2-4-2-6 ADRC トップページ 
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